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平成 28 年８月１日、釜石港の国際フィーダーコ

ンテナ定期航路※が開設から５周年を迎え、記念式

典が催されました。 

式典は、釜石市長による挨拶のほか、コンテナ航

路を開設したＯＯＣＬ（※後述）日本代表及び井本

商運株式会社社長から挨拶をいただき、くす玉開花、

記念品贈呈等が行われました。 
 

※国際フィーダーコンテナ定期航路（釜石港の場合） 

京浜港から海外へ運航するメイン航路へ接続するため、京浜港と釜石港の 

間を繋ぐ国内を運航する支線航路。 

 

 

１ 国際フィーダーコンテナ定期航路の開設へ 

定期航路が開設されたのは、東日本大震災津波

から間もない平成 23年７月でした。世界的海運会

社「オリエント・オーバーシーズ・コンテナ・ラ

イン・リミテッド（ＯＯＣＬ）」と、国際フィーダ

ーコンテナ輸送国内最大手「井本商運株式会社」

により、「京浜港」と「釜石港」を結ぶ国際フィー

ダーコンテナ定期航路が、被災沿岸部に暮らす“み

んなの思いを乗せて”、産声を上げました。 

震災直後、壊滅的な被害を受けた釜石港では、

連日、海上と陸上の啓開活動が行われました。ま

た、明日が見えない状況の中で、コンテナ荷役機

械の復旧工事に全力を尽くしてきました。 

そして、震災からわずか４日後の３月 15 日に県内港湾の中で最も早く入港体制が確保され、翌

16日には、救援物資を積んだ第１船が釜石港に入港しました。 

その後、釜石市は、同年５月に多目的クレーン、６月にはストラドルキャリアの稼動を再開させ

ましたが、このような活動が海運会社の目にとまり、定期航路の開設に至りました。 

 

  

ＯＯＣＬの国際ネットワーク 

多目的クレーン ストラドルキャリア 
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２ 今後の釜石港 

釜石港のコンテナ取扱量は年々上昇を続け、航路を開設した平成 23年は 256ＴＥＵ※の取り扱い

しかなかったものが、平成 27 年には県内各港の過去最高記録を上回る 4,420ＴＥＵを記録しまし

た。 

またコンテナ物流は、被災した沿岸地域の復興はもとより、地域経済の発展を支える重要な物流

資源であることから、今後ますますコンテナ定期航路の重要性が高まりを見せていくものと考えて

います。 

 
※ＴＥＵ 

コンテナを数える単位で、20 フィートコンテナ１個を１ＴＥＵと表示。 

国内では他に 40 フィートコンテナが存在し、40 フィートコンテナ１個は 

２ＴＥＵ。 
 

 

このようなことを背景に、県では、現在の多目的クレーンより処理能力の高いガントリークレー

ンを導入するための準備を進めています。 

ガントリークレーンは、平成 29 年度の早い時期に稼動できるよう整備を進めていますが、県と

してもこの好機を逃すことなく、関係機関とともにコンテナの集荷・創荷に努めていきます。 
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釜石港コンテナ取扱量 
単位：TEU 

ガントリークレーン（イメージ図） 

釜石港に寄港しているコンテナ船『公龍丸』 

１９０ＴＥＵのコンテナを積載可能 

ガントリークレーン導入後に寄港が期待されるコンテナ船『なとり』 

５４０ＴＥＵの積載能力を持ち、フィーダーコンテナ船では国内最大級 

写真：山九株式会社 
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 チラシで釜石港をＰＲ 


